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※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る
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将来目標

0

「実績」
縮小図る

100 100

505

10

単位

％

％

目標値 10

83

H28目標値

69 74

Ｈ 26 Ｈ 27

13,082

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

情報セキュリティセルフチェック等により、職員のセキュリティ意識の向上を図る。
（市としてのセキュリティレベル向上のため、ネットワークパソコンを使用する全職員を対象とする）
情報セキュリティ研修により、新規採用職員のセキュリティ意識の向上を図る。
ＩＴ推進課の新規リースパソコンのＵＳＢ書き込み禁止設定をする。
通知文書等で、セキュリティ事案を周知し、セキュリティ意識の向上を図る。

基本
方針

0

0 0 0

00

8,227

0

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.00

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

04-2998-9036
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

部課コード 020400 ℡

法定受託＋附加

事業コード
情報セキュリティ対策推進事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

020404

①事務事業名

終了年度 年度

ＩＴ推進課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 情報化政策グループ、システム運用グループ

■ □ □

年度

2,008

→

事業の種別

行政経営節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市情報セキュリティポリシー、所沢市ICT推進アクションプラン2015-2018

本市では多くの個人情報のみならず、行政運営上重要な情報も保持していることから、これまでも情報セキュリティ対策に積極的に取組んできた
が、その対策は制度面・技術面での取組が中心だった。しかし、制度や優れた技術を導入しても、それを実際に運用していくのは個々の職員であ
り、職員に十分な知識・スキルと高い意識がなければ、それが弱点となり、市の情報システム全体が脆弱なものとなりかねない。こうした問題意識
のもと、職員のさらなる知識の習得と意識を向上を図る。

総合計画の体系 章 行財政運営 ＩＣＴを効率的に活用した市民サービスの向上

人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

0

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

全庁ネットワークパソコンを使用している職員、新規採用職員及び情報セキュリティ研
修対象職員 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

情報資産に関する脅威や対処方法等を研修などから職員一人ひとりに理解してもらい、セキュリティ意識を向上させる。また、ハード面として電子媒体への書き込み禁
止設定、ＯＳのアップデート、セキュリティソフトの更新を行い、セキュリティレベルの向上を図る。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

2,025

8,227

人） （

0.95人 8,227

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

13,082

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.00

0

（ 0.00

27 年度平成

13,082

（千円） 年度 （千円）

0

0 0

（千円） 平成

％

事業費合計

正規職員人件費

人）

1.50人

情報セキュリティ研修
新規採用職員情報セキュリティ研修参加
率

ＩＴ推進課リースパソコンのＵ
ＳＢ書き込み禁止設定

新規リースパソコンの設定

100

台 250 230

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

100

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

情報セキュリティ研修 情報セキュリティセルフチェック回答率

％ 達成率 71 79

　 項目名 項目説明

成果指標
情報セキュリティ研修セルフ
チェックの「×」での割合

継続

今年度も新規採用職員に対して、SNS研修と情報セキュリティ研修を実施した。セキュリ
ティセルフチェック、J-lisのeラーニング研修、集合研修を実施していく。
情報セキュリティ監査基本計画に基づく実施計画を策定し対象システムの監査を実施し
ていく。

10

実 績 14 13

各項目で「○」…できている、「×」…できてい
ない、「-」…該当しないの３つの内から「×」
の回答割合
【×の回答数 / 全体の回答数】

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

ＩＴ推進課　浦山　克巳

終了

次年度予算

評価日 H28.8.1 評価者職氏名

理由
急激な技術革新が進む現状においては、情報セキュリティの向上を図るための
研修や説明会等の実施やポリシーの見直しが必要であると考えるため。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由 今後も継続して情報セキュリティ対策を実施する必要があるため。拡大 縮小

無

無
研修資料や啓発資料の配付

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

引き続き、情報セキュリティ研修（集合研修）やセキュリティセルフチェック、入
庁２年目職員、希望職員へのe-ラーニングにおける情報セキュリティ研修を
行う。また平成27年度に策定した情報セキュリティ監査基本計画に基づき対
象システムの監査を実施していく。

平成26年度から引き続き情報セキュリティセルフチェックの対象者を職種で区分すること
なく、ネットワークパソコンを使用する全職員とし、職員における情報セキュリティの向上
を図った。また情報セキュリティ研修では、これまでの管理職やリーダーから担当者を対
象としたことで幅広い世代の職員へセキュリティ研修を行うことができた。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

離席時のパソコンのログオフやパスワードの適切な管理ができていない職員
が多かったことが原因と考える。
引き続き、セキュリティの重要性の周知や対策を行って目標値の達成を目指
す。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


